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論文内容の要旨





単離ミクロゾームで観察されるタイプ 1 (酸化型P-450 と薬物の複合体)基質差スペクトルに類似し
た差スペクトルが得られた。他方，摂食ラットからタイプ I 基質差および還元型(酸素化型) P-450 
の混合と考えられる差スペクトルが得られた。薬物代謝中のP-450の還元レベルと薬物代謝活性はよ
い相関関係をもっO また P-450の還元レベルは添加する薬物の種類，濃度に依存する。薬物無添加時



























さらに， ミトコンドリアの酸化的リン酸化の脱共役剤である 2 ， 4- ジニトロフェノールを潅流液に添
加する実験から，絶食時の肝においては薬物代謝反応に必要な還元当量 (NADPH) の約50%がミト
コンドリア内から，残りが細胞質のペントースリン酸!日]路から供給されていることが推定された。
これらの知見は，従来研究がほとんどなされていなかった肝ミクロゾームの薬物代謝反応の細胞内
での機構に光を斗てたものであり，理学博士の学位論文として卜分価値あるものと認められる。
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